
地
蔵
説
話
の
継
承
と
変
遷

ー
中
世
か
ら
近
世
へ

問
題
提
起

地
蔵
説
話
研
究
で
は
、
渡
治
一
が
第
一
人
者
で
あ
る
。
渡
の
研
究
成
果
を

大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、
①
中
世
説
話
に
於
い
て
、
地
蔵
は
生
身
で
現
れ
る

こ
と
が
、
他
の
仏
・
菩
薩
と
比
較
し
て
も
、
特
徴
的
で
あ
る
い
、
②
中
世
説

話
で
は
、
地
蔵
は
後
生
善
処
・
現
世
利
益
の
二
世
に
渡
る
職
能
を
有
し
て
い

た
ρ
が
、
近
世
に
な
る
と
、
後
生
善
処
説
話
の
数
が
減
っ
て
い
る
が
全
く
無

く
な
っ
た
訳
で
は
な
い

σ、
の

2
点
が
重
要
で
あ
る
。

渡
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、
中
世
地
蔵
説
話
と
近
世
地
蔵
説
話

と
を
比
較
し
、
共
通
点
・
相
違
点
の
整
理
を
試
み
る
こ
と
で
、
一
近
世
一
地
蔵
信

仰
の
特
徴
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

生
身
の
繕
承

渡
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
世
説
話
に
於
い
て
、
地
肢
は
生
身
で
登
場
す

清

水

実B

彦

る
こ
と
が
多
い
。
論
の
整
理
の
た
め
、
生
身
の
意
味
を
確
認
す
る
。
稲
垣
泰

一
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

(
A
)
人
間
と
し
て
の
釈
迦
の
身
体
。
三
十
二
相
・
八
十
種
好
を
備
え
た

釈
迦
の
身
体

(
B
)
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
こ
の
世
に
現
し
た
方
便
応
化

身。

(
1
)
仏
・
菩
薩
が
生
き
た
身
と
し
て
現
れ
た
姿
。

(
2
)
仏
・
菩
薩
が
人
間
に
化
身
し
た
姿
。

(
3
)
聖
人
や
高
僧
を
仏
・
菩
薩
に
見
立
て
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
姿
。

(
4
)
霊
験
あ
ら
た
か
な
仏
像
を

(
1
)

に
見
立
て
て
い
う
件
。

(
A
)
は
仏
典
に
根
拠
を
持
つ
も
の
で
、
後
に

(
B
)
が
派
生
す
る
。
中
世

に
於
い
て
は

(
B
)
i
(
3
)
・
(
4
)
の
意
も
あ
る
が
、
渡
の
云
う
「
生
身
」

は

(
B
)
l
(
1
)
も
し
く
は

(
2
)
の
意
で
あ
る
。
中
世
地
蔵
説
話
で
は
、
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地
蔵
が
亀
と
な
っ
て
現
れ
る
話
が
一
例
あ
る
(
『
雑
談
集
』
第
九
巻
第
九
話
・

狩
野
探
闘
縮
図
本
『
地
蔵
縁
起
』
古
典
文
庫
一
三
九
頁
は
類
話
)
も
の
の
、

主
に
「
生
き
た
人
間
」
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
る
。

で
は
、
近
世
で
は
ど
う
か
と
云
え
ば
、
中
世
間
様
、
こ
の
世
に
生
身
で
現

れ
る
話
が
多
く
存
在
す
る
。
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
(
一
六
八
四
年

刊
行
)
第
九
巻
第
十
二
話
は
、
主
人
公
が
生
身
の
地
蔵
に
会
う
た
め
に
、
下

野
国
岩
船
山
に
赴
き
、
「
伊
賀
一
民
」
と
い
う
僧
に
会
う
話
で
あ
る
。
「
伊
賀
」

と
い
う
名
前
は
地
蔵
の
種
子
「
冠
一
(
「
イ
乙
「
侍
一
(
本
来
は

E
だ
が
慣
習

で
「
カ
一
)
に
由
来
し

σ、
生
身
の
地
蔵
が
名
乗
る
名
前
で
あ
る
ぜ

年
来
地
蔵
ヲ
信
ジ
奉
ル
コ
ト
、
他
ナ
シ
。
ア
マ
リ
ノ
コ
ト
ニ
、
「
画
像
・

木
仏
ハ
人
間
ノ
一
昨
為
ナ
レ
パ
、
同
ク
ハ
生
身
ノ
御
克
ヲ
拝
奉
ン
」
ト

思
立
テ
、
・
・
・
其
夜
人
来
リ
テ
柴
ノ
一
扉
ヲ
打
叩
ガ
、
「
地
蔵
一
尻
ヤ
御

座
」
ト
ア
レ
パ
、
「
伊
賀
一
民
是
ニ
ア
リ
」
ト
云
へ
バ
、
・
・
・
来
ル
人

ゴ
ト
ニ
、
「
地
蔵
一
尻
」
ト
呼
ヌ
レ
パ
、
ア
ヤ
シ
キ
事
ニ
思
フ
所
ニ
・

(
三
弥
井
幸
一
間
活
版
下
巻
二
六

1
一
一
八
真
)

『
地
蔵
菩
薩
利
生
記
』
(
一
六
八
八
年
刊
行
、
以
下
、
『
利
生
記
』
と
略
)

第
五
巻
第
一
話
は
、
信
心
深
い
僧
が
、
老
僧
と
化
し
た
地
蔵
に
会
っ
た
話
で

、ノ、，，。

中
川
以
ブ
f
a

髭
髪
に
は
霜
雪
を
け
る
老
翁
の

0

・
・
・
杖
に
す
が
り
。
眉
か
す
み
て
。

歯
も
な
き
口
に
咲
を
な
し

0

・
・
・
夙
夜
か
た
り
玉
ひ
け
れ
ば
。
聖
も

こ
れ
は
た
だ
人
に
あ
ら
ず
。
菩
薩
の
応
跡
の
御
言
か
と
信
じ
奉

て
0

・
・
・
(
私
架
蔵
本
二
了
表

1
六
丁
一
袋
)
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『
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
(
一
六
九
一
年
刊
行
、
以
下
『
利
益
集
』
と
略
)

第
二
巻
第
十
話
は
、
戦
の
最
中
に
、
泉
州
岸
和
田
天
性
寺
の
地
蔵
像
が
大
法

師
と
な
っ
て
現
れ
、
敵
を
退
散
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

敵
み
か
た
た
が
ひ
に
骨
を
く
だ
く
と
こ
ろ
に
何
と
も
な
く
大
の
法
師

一
人
。
忽
然
と
あ
ら
わ
れ
い
づ
。
餓
棒
を
も
っ
て
さ
ん
ざ
ん
に
た
た

か
へ
り

0

・
・
・
軍
卒
と
と
も
に
い
そ
ぎ
か
の
地
蔵
堂
に
ま
う
で
て
。

尊
容
を
拝
し
見
玉
ふ
に
。
こ
は
い
か
に
多
の
矢
を
射
た
て
ら
れ
さ
せ

玉
ふ
の
み
な
ら
ず
。
鉄
砲
の
あ
と
又
か
ず
も
な
し
。
(
私
架
蔵
本
二
三

了
表

1
二
山
了
一
製
)

当
該
の
合
戦
は
本
文
中
で
は
、
天
正
年
中
(
一
五
七
三

1
九
二
)
の
こ
と
と

さ
れ
る
な

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
註
談
紗
』
(
一
六
九
七
年
刊
行
、
以
下
『
直
談
紗
』

と
略
)
第
七
巻
第
四
一
九
州
は
、
地
肢
が
干
し
た
麦
を
取
り
込
ん
で
く
れ
た
話
で

あ
る
。

俄
ニ
大
雨
降
ケ
レ
パ
堂
主
刷
物
ヲ
案
シ
走
リ
還
テ
見
ル
ニ
晒
安
悉
ク



堂
内
エ
入
レ
テ
ア
リ
・
・
・
寺
ニ
還
り
ノ
地
蔵
尊
ヲ
持
ス
ル
ニ
地
蔵
ノ

御
足
ニ
土
悉
ク
ツ
キ
テ
・
・
・
堂
、
王
紛
レ
ナ
ク
此
安
ヲ
地
蔵
ノ
入
レ

玉
フ
コ
ト
ヲ
知
リ
(
勉
誠
社
版
五

O
八
頁
)

生
身
の
地
蔵
が
活
動
す
る
姿
は
目
撃
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
生
身
の
地
蔵
の

仕
業
と
解
釈
す
る
。
当
該
の
地
蔵
像
は
、
こ
の
後
、
京
都
・
大
雲
院
の
塔
頭
、

養
寿
院
に
記
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

『
直
談
紗
』
第
八
巻
第
十
話
は
、
辻
の
地
蔵
像
が
三
十
才
の
法
師
と
な
っ

て
現
れ
、
火
を
消
し
て
く
れ
る
話
で
あ
る
。

三
浦
氏
宅
ニ
テ
焼
来
ル
ト
キ
何
方
ト
モ
ナ
ク
齢
三
十
ハ
カ
リ
ナ
ル
法

的
一
人
来
テ
亭
主
ニ
告
ケ
ル
ハ
我
ハ
家
ニ
テ
働
ク
・
・
・
各
々
一
向

水
ヲ
運
べ
シ
ト
一
五
シ
ヨ
リ
・
・
・
其
ノ
夢
ニ
萱
ノ
法
的
枕
本
ニ
来
リ
。

我
ハ
辻
堂
ノ
地
蔵
ナ
リ
・
・
・
(
前
向
五
八
三
頁
・
句
点
を
補
っ
た
)

当
該
の
地
蔵
像
は
こ
の
後
、
江
戸
僧
上
寺
塔
頭
、
花
岳
院
に
和
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

『
地
蔵
並
口
薩
応
験
新
記
』
(
一
七

O
四
年
刊
行
、
以
下
『
応
験
新
記
』
と

略
)
上
本
第
八
話
は
、
一
二
つ
の
話
か
ら
成
る
が
、
う
ち
二
日
は
、
道
で
乱
暴

者
に
絡
ま
れ
て
い
る
主
人
公
を
摂
州
大
妓
専
修
院
の
地
蔵
像
が
二
人
の
沙

門
と
な
っ
て
助
け
て
く
れ
る
話
で
あ
る
。

半
途
に
し
て
俗
男
四
五
輩
前
後
を
図
て
戯
説
醜
態
殆
ど
胸
乱
る
に
至

る
。
時
に
沙
問
二
人
突
然
と
現
来
て
俗
輩
を
叱
す

0

・
・
・
二
沙
門
枠

女
を
先
導
し
て
専
修
院
に
至
、
倹
忽
と
し
て
隠
没
す
。
宣
是
大
士
の

分
身
化
現
す
る
に
非
、
さ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
(
問
書
刊
行
会
版
二
九

頁
)

『
応
験
新
記
』
上
末
第
十
三
話
は
、
①
勢
州
朝
日
寺
の
地
蔵
像
が
八
尺
計

り
の
大
法
師
と
な
り
、
寺
再
建
を
助
け
る
話
と
、
②
出
火
の
際
、
者
法
師
と

な
っ
て
火
を
消
し
て
く
れ
る
話
か
ら
成
る
。

虹
梁
甚
だ
大
に
し
て
容
易
上
架
し
難
し
と
て
、
・
・
・
八
尺
計
の
大
の

法
師
一
人
、
大
梁
を
撃
持
て
、
さ
し
も
の
高
所
へ
か
る
か
る
と
打
架

し
け
れ
ば
、
・
・
・
「
さ
て
は
疑
な
く
薩
唾
の
神
力
を
出
し
て
人
工
の

為
に
援
助
を
垂
さ
せ
給
ふ
。
誠
に
希
有
の
利
益
な
り
」
と
ぞ
感
嘆
し

け
る

0

・
・
・
其
火
薄
暮
に
至
て
焼
被
し
を
、
一
老
僧
出
来
て
消
し
給

ひ
し
に
、
寺
僧
臭
煙
の
蓬
尼
に
驚
騒
て
駈
集
け
れ
ば
、
老
僧
忽
駕
と

し
て
見
え
給
さ
り
き
と
な
ん
。
彼
老
僧
も
宣
異
人
な
ら
ん
や
。
菩
薩

の
化
現
な
る
こ
と
疑
一
前
な
か
り
き
と
、
人
み
な
敬
信
す
と
伝
侍
る
。

(
前
向
四
四
頁
)

『
本
朝
諸
仏
霊
応
記
』
(
一
七
一
八
年
刊
行
)
中
巻
第
二
話
は
、
計
五
つ

の
話
か
ら
成
る
が
、
そ
の
う
ち
一
つ
は
、
地
蔵
が
小
僧
と
化
し
て
現
れ
、
谷
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に
落
ち
た
弥
兵
衛
に
水
を
飲
ま
せ
、
命
が
助
か
る
話
で
あ
る
。

御
坂
峠
に
の
ぼ
り
、
・
・
・
谷
そ
こ
に
こ
ろ
び
落
た
り

0

・
・
・
か
た

は
ら
に
小
館
あ
り
て
、
水
を
は
こ
び
弥
兵
衛
が
口
に
そ
そ
ぎ
看
病

す
0

・
・
・
生
気
っ
き
て
か
た
り
し
は
、
「
常
に
念
じ
奉
る
地
蔵
来
り

給
ひ
、
水
を
あ
た
え
給
ふ
と
忠
ひ
し
よ
り
人
ご
こ
ち
つ
き
し
」
と
か

た
れ
り
。
(
国
書
刊
行
会
版
二
七
頁
)

『
諸
仏
感
応
見
好
書
』
(
一
七
二
六
年
刊
行
)
「
地
蔵
利
議
」
に
は
、
地
蔵

像
転
倒
の
際
、
黒
衣
。
の
僧
(
H
H

地
蔵
)
が
怪
力
で
一
冗
に
一
民
す
の
を
手
伝
っ

た
話
を
載
せ
る
。

石
地
蔵
大
風
に
転
倒
す

0

・
・
・
前
を
通
る
に
人
有
て
呼
ぶ
。
こ
れ
を

見
ば
異
僧
な
り
。
「
汝
先
に
起
ん
と
忠
ふ
。
我
合
力
せ
ん
」

0

・
・
・
手

を
添
れ
ば
、
即
ち
起
く
。
忽
ち
所
在
を
失
す

0

・
・
・
黒
衣
の
僧
は
、

決
し
て
地
蔵
な
る
べ
し
。
(
原
漢
文
・
図
書
刊
行
会
版
八
二
頁
)

な
お
、
舞
台
は
薩
州
一
長
嶺
村
(
現
・
鹿
児
島
県
大
島
郡
喜
界
町
長
嶺
)
で
あ

る。
以
上
見
て
き
た
通
り
、
中
世
同
様
、
近
世
で
も
地
蔵
は
こ
の
世
に
生
身
で

登
場
し
、
直
接
的
に
救
済
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

生
身
の
変
質
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(
ご
主
に
小
僅
の
姿
か
ら
時
に
大
法
師
・
老
僧
の
姿
へ

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
と
全
く
同
一
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
幾
っ
か
相
違

点
も
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
中
世
説
話
に
於
い
て
、
地
蔵
は
主
に
「
小
僧
」

の
姿
で
現
れ
た
。
に
対
し
、
近
世
に
於
い
て
は
、
小
僧
の
姿
で
現
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
老
僧
も
し
く
は
大
法
師
の
姿
で
現
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
例
。

こ
の
変
化
の
理
由
は
一
次
文
献
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
例
え
ば
、
職
能
と
必

ず
し
も
関
連
し
て
い
る
一
訳
で
は
な
い
。
先
に
引
用
し
た
『
応
験
新
記
』
上
末

第
十
三
話
に
は
、
出
火
の
際
、
地
蔵
が
老
僧
と
し
て
現
れ
、
火
を
消
す
話
を

含
ん
で
い
た
。
話
の
筋
か
ら
い
っ
て
、
老
僧
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。

も
と
も
と
地
臓
が
小
僧
の
姿
で
現
れ
る
こ
と
は
、
経
典
・
儀
軌
に
根
拠
が

あ
る
訳
で
は
な
い
。
『
地
蔵
十
輸
経
』
に
は
、
「
或
い
は
替
問
の
身
と
作

り
、
・
・
・
或
い
は
童
男
と
作
り
」
(
原
漢
文
・
大
正
蔵
第
十
三
巻
七
二
五
頁

下
段
)
と
あ
る
の
で
、
小
僧
の
姿
と
な
っ
て
も
良
い
訳
だ
が
、
こ
の
箇
所
の

最
後
は
「
か
く
の
如
く
無
量
無
数
な
る
異
類
の
身
と
作
り
て
、
諸
の
有
情
の

為
に
、
謄
の
如
く
説
法
し
一
(
前
向
七
二
六
頁
)
で
あ
り
、
特
に
小
僧
の
姿

を
取
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
和
歌
森
太
郎
は
地
肢
が
小
僧
の
姿
を
取
る
こ

と
を
「
日
本
的
」
と
し
た
仰
が
、
中
国
宋
代
の
説
話
集
『
地
蔵
菩
薩
応
験
記
』

全
三
二
話
の
う
ち
、
一
二
話
に
見
ら
れ
る
山
。
こ
の
数
字
は
無
視
し
て
良
い
も

の
で
は
な
い
。
中
国
の
地
蔵
信
仰
の
一
要
素
が
『
今
昔
物
詩
集
』
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
中
位
、
さ
ら
に
近
世
に
ま
で
継
承
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ



ぅ
。
但
し
、
そ
の
後
、
小
僧
の
姿
を
取
る
地
蔵
が
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、

和
歌
森
の
指
摘
の
通
り
、
日
本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ

、J
R
1
3
0

:
i
 

先
に
「
中
世
説
話
に
於
い
て
」
と
述
べ
た
の
は
、
絵
画
で
は
そ
う
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
根
津
本
『
地
蔵
縁
起
』
(
室
町
時
代
成
立
)
で
は
等
身
大

の
姿
で
現
れ
て
い
る
。
読
書
を
引
用
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

地
蔵
一
尻
み
ね
に
の
ほ
り
て
、
我
身
を
い
た
た
き
よ
り
わ
け
で
、
左
右

に
お
し
の
け
て
、
衣
を
ぬ
く
や
う
に
し
け
れ
ば
、
等
身
の
地
蔵
菩
薩

の
、
目
も
心
も
お
よ
は
ぬ
に
て
お
は
し
ま
し
け
り
。
(
古
典
文
庫
『
地

蔵
霊
験
記
絵
詩
集
』
一

O
四
頁
)

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
怨
』
カ
ラ

l
図

版
七
一
員
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
地
獄
に
現
れ
る
地
蔵
が
人
よ
り
も
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

地
獄
絵
も
幾
っ
か
見
ら
れ
る
例
。
地
獄
絵
に
於
け
る
、
等
身
大
よ
り
大
き
い

地
蔵
と
い
う
観
念
が
絵
解
き
に
よ
っ
て
普
及
し
、
結
果
、
時
に
現
世
で
も
大

法
的
と
し
て
現
れ
る
地
蔵
と
い
う
観
念
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
先
に
引
用
し
た
通
り
、
大
法
師
の
姿
を
取
る
地
蔵
は
、
戦
い
の
手
助

け
や
高
所
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
職
能
と
連
関
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
詳
し
い
論
考
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

で
は
、
老
僧
の
姿
は
ど
う
だ
ろ
う
か
?
中
世
説
話
に
於
い
て
、
地
蔵
が

老
僧
の
姿
で
現
れ
る
の
は
、
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
、
以
下
の
二
例
の
み
で
あ

る
の
。

其
夜
寅
時
ハ
カ
リ
ニ
祁
国
(
註
リ
リ
平
清
盛
)
ノ
夢
ニ
老
僧
川
ノ
金
ノ
マ

夕
、
ブ
リ
チ
モ
テ
相
国
ノ
頚
チ
ヒ
シ
ト
ツ
キ
ツ
ラ
ヌ
キ
貞
守
(
註
l
地

蔵
信
者
)
カ
首
切
ラ
ハ
入
道
カ
首
チ
ツ
メ
殺
ス
へ
シ
ト
仰
ラ
レ
ケ
レ

バ
タ
ス
ケ
侍
ベ
シ
ト
申
テ
マ
夕
、
ブ
リ
チ
ノ
ガ
レ
テ
汗
水
ニ
ナ
リ
夢
覚

テ
(
無
住
『
聖
財
集
』
一
切
経
印
一
局
版
一
八

1
一
九
頁
)

こ
の
話
で
は
老
僧
が
地
蔵
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
明
言
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
地
蔵
信
者
を
救
う
た
め
に
、
老
僧
と
な
っ
て
、
警
告
を
与
え
た
と

解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
話
で
は
老
僧
な
の
だ
ろ

う
か
?
中
世
の
地
蔵
説
話
で
は
、
地
蔵
が
警
告
を
与
え
、
従
わ
な
い
と
、

命
が
無
い
、
と
い
っ
た
話
は
、
管
見
の
及
び
限
り
、
当
該
話
し
か
存
在
し
な

い
。
と
す
る
と
、
通
常
で
は
な
い
職
能
の
た
め
、
あ
え
て
小
僧
で
は
な
く
、

童
子
と
あ
る
意
味
正
反
対
的
存
在
な
が
ら
、
職
能
的
に
は
相
通
ず
る
存
在
で

あ
っ
た
翁
仰
が
僧
形
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
川
。

も
う
一
例
は
『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』
(
一
五

O
二
年
頃
成
立
)

で
あ
る
。

(
補
!
田
村
麻
呂
)
戦
場
に
臨
出
給
へ
る
時
い
つ
く
と
も
な
く
老
比

丘
一
人
老
翁
一
人
忽
余
に
す
す
み
出
た
り
克
貌
端
正
豪
傑
な
り
皆
恐

怖
の
忠
ひ
を
な
し
・
・
・
僧
は
大
将
軍
の
さ
き
に
た
ち
て
凶
徒
の
矢
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の
雨
脚
の
こ
と
く
な
る
を
法
衣
に
防
御
し
(
『
続
日
本
絵
巻
物
大
系

5
』
詞
書
一
六
九
頁
上
段
)

『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』
の
一
源
流
、
『
一
冗
亨
釈
骨
一
首
』
第
九
巻
第
十
六
話
に
於

い
て
は
、
清
水
寺
の
地
蔵
像
は
小
僧
の
姿
で
現
れ
て
い
る
。

時
に
小
比
丘
及
び
小
男
子
あ
り
て
矢
を
拾
っ
て
将
軍
に
与
ふ
。
(
由
訳

一
切
経
版
一
八
二
頁
)

『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
応
仁
の
乱
で
荒
廃
し
た
同
寺
の
テ
コ
入
れ
の
た

め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
川
。
ゆ
え
に
、
当
時
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
、

少
年
の
姿
を
取
る

m勝
軍
地
蔵
と
の
差
別
化
を
計
っ
た
た
め
、
職
能
的
に
、

童
子
と
相
通
ず
る
翁
仰
の
僧
形
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
近
世
で
は
何
故
、
時
に
老
僧
の
姿
を
取
る
こ
と
が
中
世
に
比
べ
て

多
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
つ
先
に
引
用
し
た
『
応
験
新
記
』
上
巻
第
十
三

話
は
消
火
の
話
で
あ
り
、
老
僧
の
姿
を
取
る
必
然
性
は
な
い
。
『
三
盟
国
縁

地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
第
四
巻
第
十
三
話
は
、
計
十
三
の
話
か
ら
成
る
が
、
そ

の
う
ち
、
地
蔵
が
七
十
才
の
僧
と
な
っ
て
現
れ
、
国
の
草
を
刈
っ
て
く
れ
た

話
を
含
む
。

正
和
五
年
ノ
夏
、
左
吉
病
ニ
犯
レ
テ
、
月
ヲ
超
テ
元
気
ス
。
サ
ル
カ

ラ
、
田
苗
ノ
草
生
茂
テ
、
当
作
ノ
穀
ア
ル
ベ
キ
ヤ
ウ
モ
ナ
キ
ヲ
見
テ
、

心
中
ニ
思
ク
、
「

E
比
ハ
所
願
速
ニ
成
シ
テ
ア
リ
シ
ニ
、
今
度
ノ
加
被

緩
シ
テ
、
回
、
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。
サ
レ
バ
十
輸
経
ノ
経
、
延
命
・
本

願
ノ
金
口
ニ
、
山
川
草
木
ニ
至
マ
テ
変
ジ
玉
フ
ト
カ
ヤ
。
北
ノ
如
ク

ナ
ラ
パ
、
何
ゾ
恵
モ
シ
玉
ハ
ザ
ル
」
ト
怨
ミ
白
シ
ナ
ガ
ラ
本
堂
ニ
参

リ
シ
ニ
、
下
向
ノ
路
次
ニ
見
レ
パ
、
一
草
モ
ナ
シ
。
耕
転
ノ
人
ニ
間

ニ
、
「
最
前
、
年
七
句
ニ
モ
及
ヒ
玉
フ
僧
ノ
、
其
ノ
出
ノ
畦
ヲ
残
ラ
ズ

一
返
通
セ
玉
フ
ヨ
リ
外
ナ
シ
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
左
士
口
不
思
議
ヲ
ナ
シ
、

「
全
ク
地
蔵
ノ
御
方
便
ナ
ラ
ン
」
ト
、
本
堂
ニ
版
リ
テ
礼
拝
シ
テ
四

方
ヲ
見
ル
ニ
、
泥
土
ノ
足
跡
、
厨
子
ノ
内
マ
デ
ア
リ
キ
。
(
前
向
上
巻

二
三
二
r
貝
)
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こ
れ
も
職
能
か
ら
見
て
、
老
僧
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。
ま
た
、
『
三
国
因

縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
第
五
巻
第
十
三
話
は
、
老
僧
と
化
し
て
現
れ
た
地
蔵

が
、
写
経
の
助
力
を
し
て
く
れ
た
話
で
あ
る
(
前
向
上
巻
二
七
八

1
二
八
二

頁
)
。
こ
れ
も
老
僧
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
。

今
一
度
確
認
し
て
お
け
ば
、
古
代
・
中
世
に
於
い
て
、
地
蔵
が
小
僧
の
姿

を
取
る
こ
と
は
経
典
・
儀
軌
に
根
拠
は
な
く
、
言
い
換
え
れ
ば
慣
習
的
型
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
世
に
な
る
と
型
が
崩
れ
初
め
、
時
に
老
僧

の
姿
を
取
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
近
世
に
な
る
と
、
大
法
師
や
老
僧
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
、
小
僧
の
姿
を
取
る
こ
と
が
一
掃

さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
の
経
典
(
『
地
蔵
十
輪
経
』
)
に
於
い

て
、
地
蔵
は
教
化
の
た
め
に
何
の
姿
も
取
る
の
で
、
こ
の
変
化
は
あ
る
意
味



当
然
と
云
え
る
。
例
は
少
な
い
が
、
近
世
地
蔵
説
話
で
は
、
四
十
代
の
僧
(
『
三

国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
第
八
巻
第
八
話
・
前
向
下
巻
四
七
頁
)
、
老
婆

(
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
第
八
巻
第
五
話
・
前
向
下
巻
三
六

1
一ニ

七
頁
)
、
比
丘
尼
(
『
直
談
紗
』
第
九
巻
第
二
二
話
・
前
向
六
五
二
頁
)
な
ど

の
姿
を
取
る
こ
と
が
あ
る
。

老
僧
の
姿
を
取
る
こ
と
が
職
能
と
無
関
係
か
ど
う
か
は
、
先
に
提
示
し
た

大
法
的
の
問
題
と
合
わ
せ
て
別
稿
を
期
し
た
い
。

(
ニ
)
地
離
に
よ
る
間
接
的
救
済

中
世
と
近
世
と
の
、
も
う
一
つ
の
相
違
は
、
中
世
に
於
い
て
は
生
身
の
地

蔵
が
直
接
的
に
救
済
し
た
の
に
対
し
、
近
世
で
は
、
地
蔵
が
薬
を
与
え
て
、

そ
の
結
果
、
病
が
治
る
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
、
間
接
的
救
済
の
話
も
散
見
す

る
こ
と
で
あ
る
印
。
中
世
の
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
七
巻
本
『
宝
物
集
』
(
一

一
九
八
年
成
立
)
・
『
大
山
寺
縁
起
』
(
一
一
一
一
一
一

1
九
八
年
成
立
)
で
は
生

身
の
地
蔵
が
田
植
を
行
い
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
一
七
九
頁
・
続
群
書

類
従
版
二

O
五
頁
)
、
『
星
光
寺
縁
起
』
(
一
四
八
七
年
成
立
、
古
典
文
庫
版

一
二
五

1
一
二
六
頁
)
で
は
屋
根
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
直
接

的
に
救
済
し
て
く
れ
る
生
身
の
地
蔵
は
、
先
の
引
用
の
通
り
近
世
説
話
で
も

見
ら
れ
る
が
、
一
方
、
生
身
の
地
蔵
が
御
符
や
薬
を
授
け
、
そ
の
結
果
、
病

が
治
る
と
い
っ
た
話
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。

ヨ
ハ
イ
七
十
バ
カ
リ
ノ
老
僧
白
色
ノ
袈
裟
ヲ
カ
ケ
錫
杖
ヲ
タ
ヅ
サ

へ
・
・
・
沙
門
心
得
タ
リ
ト
テ
三
衣
袋
ノ
中
ヨ
リ
御
符
三
粒
取
出
シ

此
ノ
御
符
ヲ
一
日
一
二
粒
ヅ
ツ
呑
セ
玉
へ
。
南
無
地
蔵
菩
薩
ト
十
返

唱
へ
ナ
パ
早
速
ニ
病
難
ヲ
退
治
ス
ベ
シ
・
・
・
此
ノ
地
蔵
菩
薩
コ
ソ

老
僧
ト
現
ジ
テ
御
符
ヲ
輿
玉
フ
コ
ト
疑
ナ
シ
ト
テ
・
・
・
(
『
直
談
紗
』

第
五
巻
第
二
十
八
話
・
前
間
四
一
八

1
四
二

O
頁
)

以
上
の
『
直
談
紗
』
で
は
、
一
楽
の
服
用
と
「
南
無
地
蔵
菩
薩
」
と
唱
え
る
こ

と
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
『
応
験
新
記
』
で
は
、
そ
う
し
た
記
述

、、
、
4

γ

↑ム、、、。

カ
知
ハ
し夢

中
に
一
僧
現
じ
給
ひ
、
「
汝
が
病
革
な
り
。
比
薬
を
服
せ
よ
」
と
、

手
親
丹
薬
を
口
に
含
し
め
て
言
く
、
「
我
は
伏
見
寺
の
石
地
蔵
也
。
汝

が
為
に
急
難
を
救
ふ
」
と
言
ひ
、
覚
れ
ば
、
薬
気
口
に
満
ち
て
大
に

一
地
吐
し
、
洗
燃
が
ご
と
く
還
複
し
て
家
に
帰
、
・
・
・
(
『
応
験
新
記
』

下
木
第
七
話
・
前
向
七
九
頁
)

途
に
て
彼
御
僧
言
し
は
、
「
我
は
長
門
町
の
地
蔵
也
。
汝
嘗
て
地
蔵
講

会
の
目
、
堂
中
に
入
て
我
を
敬
す
。
是
故
に
今
汝
が
難
を
救
な

り
0

・
・
・
此
守
符
を
護
持
せ
よ
」
と
て
、
懐
に
入
さ
せ
給
ふ
と
、
・

.

.
 

(
『
応
験
新
記
』
下
本
第
十
一
話
・
前
向
八
二
頁
)

こ
の
延
長
線
上
に
、
印
行
を
行
い
、
御
影
を
得
れ
ば
、
病
が
治
る
と
い
っ
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た
話
を
集
め
た
『
一
高
鰻
印
造
地
蔵
尊
感
応
記
』
(
一
八
二
二
年
刊
行
)
を

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
初
は
、
夢
に
地
蔵
が
現
れ
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
以
下
、
冒
頭
笛
一
昨
を
か
い
つ
ま
ん
で
引
用
す
る
。

夢
に
。
尊
き
僧
の
黒
き
衣
に
香
色
の
袈
裟
を
か
け
て
。
枕
上
に
た
ち

告
て
い
は
く
。
我
か
た
ら
を
一
寸
三
分
に
彫
刻
て
。
一
川
水
に
う
が
ぶ

べ
し
と
。
(
私
架
蔵
本
玉
了
表

1
一長)

正
徳
五
年
乙
末
か
の
家
に
つ
か
ふ
る
女
、
折
た
る
針
を
口
に
く
は
え
、

あ
や
ま
り
呑
て
咽
に
立
ぬ
け
ず

0

・
-
e
諸
薬
御
符
、
そ
の
功
な
く
、

西
順
(
引
用
者
註
i

人
名
)
が
い
は
く
、
愛
に
霊
験
あ
ら
た
な
る
地

蔵
尊
の
尊
容
あ
り
頂
戴
す
べ
し
と
、
一
枚
を
水
に
て
お
し
む
、
し
ば

ら
く
し
て
吐
逆
す
。
(
前
向
七
丁
一
長
)

地
蔵
尊
を
、
一
万
体
印
行
し
奉
る
こ
と
。
病
人
み
づ
か
ら
印
す
る
を

よ
し
と
す
。
さ
れ
ど
大
病
に
て
い
か
に
も
手
つ
か
ら
な
し
が
た
き
時

は
。
看
病
人
或
は
信
心
の
輩
。
病
人
に
か
は
り
て
印
行
成
就
す
べ
し

(
前
同
九
丁
表
)

『
一
高
組
問
印
造
地
蔵
尊
感
応
記
』
の
各
説
話
で
は
、
印
行
を
行
い
、
御
影
を

手
に
入
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
り
、
生
身
の
地
蔵
に
会
う
必
要
も
な
い

の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
同
書
で
は
、
冒
頭
の
夢
に
、
僧
の
姿
を
し
た
地
肢
が

登
場
す
る
も
の
の
、
こ
れ
以
外
に
生
身
の
地
蔵
は
登
場
し
な
い
。
試
み
に
一
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話
の
み
引
用
す
る
。

O
何
某
大
熱
病
癒
た
り
し
事

同
年
(
引
用
者
註
|
明
和
七
年
)
の
秋
。
同
一
昨
(
引
用
者
註
l
大
坂
)

天
王
寺
町
に
あ
る
も
の
大
熱
病
に
て
十
日
余
も
絶
食
に
て
苦
痛
か
き

り
な
し
。
そ
の
近
辺
の
医
師
さ
ま
さ
ま
工
を
尽
せ
と
も
そ
の
し
る
し

な
か
り
け
り
。
さ
ら
に
そ
の
妻
女
ふ
と
地
蔵
尊
の
こ
と
を
儲
っ
た
へ

て
。
や
が
て
同
処
龍
徳
寺
よ
り
板
木
を
か
り
で
印
行
せ
し
に
。
病
人

自
然
と
快
復
し
て
も
と
の
ご
と
し
。
(
前
向
二
十
丁
表

1
裏
)

印
行
の
利
益
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
、
『
三
巴
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』

に
も
二
話
あ
る
。
第
九
巻
第
八
話
は
、
印
行
の
功
徳
に
よ
り
、
疫
病
の
難
を

逃
れ
る
話
だ
が
、
主
人
公
は
そ
の
後
、
生
身
の
地
蔵
に
会
っ
て
い
る
(
前
向

下
巻
一

O
二
1
一
O
凶
頁
)
。
第
十
二
巻
第
六
話
は
、
上
辺
だ
け
の
印
行
で

は
か
え
っ
て
、
地
獄
に
堕
ち
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
(
前
同
下
巻
二
五

五
(
〕
二
六
二
頁
)
。

御
影
に
よ
っ
て
、
病
気
が
治
る
話
は
『
利
益
集
』
第
三
巻
第
七
話
に
も
あ

る
が
、
地
蔵
像
を
記
る
寺
に
詣
っ
た
上
で
、
地
蔵
に
帰
依
に
し
た
上
の
こ
と

で
あ
る
。浄

心
寺
に
い
た
り

0

・
・
・
本
尊
に
願
を
か
け
て
御
影
を
頂
戴
し
・



(
前
向
十
四
了
表
)

斗

b
つ
少
ア
も
、

こ
の
話
で
も
生
身
の
地
蔵
は
登
場
し
な
い
。

(
三
)
地
蔵
像
の
神
霊
視
/
地
競
像
に
よ
る
現
爵

生
身
の
変
質
と
入
れ
替
わ
る
が
如
く
、
近
世
に
な
る
と
、
地
蔵
像
が
よ
り

神
聖
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
、
御
影
を
得
れ
ば
充

分
と
い
う
観
念
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
地
蔵
像
を
拝
む
こ
と
だ
け
で

病
が
治
る
話
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。

地
蔵
尊
だ
に
い
の
り
奉
れ
ば
。
か
な
は
ざ
る
事
は
な
き
に
こ
そ
。
ふ

か
く
決
定
信
を
お
こ
せ
り
。
そ
の
身
つ
ね
に
ふ
く
病
と
か
い
ふ
に
わ

づ
ら
ひ
あ
り
て
。
む
ね
の
つ
か
へ
つ
よ
く
。
山
坂
な
ど
の
ぼ
る
は
い

ふ
に
お
よ
ば
ず
身
を
す
こ
し
あ
ら
く
は
た
ら
く
事
さ
へ
い
き
ど
ほ
し

け
り
て
難
義
し
け
る
が
。
ま
づ
此
や
ま
ひ
を
な
ほ
し
。
も
ち
い
ん
と

て
。
や
が
て
ふ
し
お
が
み
た
の
み
と
て
ま
つ
り
け
る
に
ま
こ
と
に
線

ふ
か
き
難
治
の
や
ま
ひ
に
て
あ
り
け
る
に
た
ち
ま
ち
平
愈
し
け
り
。

(
『
利
益
集
』
第
四
巻
第
七
話
・
前
向
三

O
T裏
1
三

了
表
)

本
ヨ
リ
宇
賀
辻
ノ
延
命
地
蔵
尊
ヲ
信
ジ
ケ
ル
・
・
・
母
ノ
病
ニ
侍
時

ニ
モ
偏
ニ
地
蔵
尊
ニ
祈
リ
・
・
・
程
ナ
ク
母
ノ
病
一
平
愈
シ
ケ
リ
(
『
直

談
紗
』
第
二
巻
第
十
話
・
前
向
一
五
五

l
一
五
六
頁
)

中
世
で
あ
れ
ば
、
生
身
の
地
蔵
が
現
れ
・
・
・
と
い
う
シ
l
ン
が
話
の
ど
こ

か
に
あ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
訳
だ
が
、
以
上
の
話
で
は
生
身
の
地
蔵
が
登

場
す
る
こ
と
な
く
、

問
題
が
解
決
し
て
い
る
。

さ
ら
に
地
蔵
像
を
粗
末
に
す
る
、
も
し
く
は
破
壊
す
る
と
、
現
世
で
病
気

に
か
か
り
、
時
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
罰
を
受
け
る
と
い
う
説
話

が
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
『
三
国
因
縁
地
裁
菩
薩
霊
験
記
』

の
第
七
巻
第
五
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。

地
獄
沢
ト
云
フ
小
何
ノ
辺
ニ
ゾ
ム
ト
テ
、
波
ン
事
ヲ
憂
テ
、
高
キ
卒

塔
婆
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
若
者
ド
モ
二
、
三
人
走
リ
カ
カ
リ
テ
押
シ
倒

テ
、
橋
ニ
波
シ
テ
通
ケ
ル
、
彼
卒
塔
婆
ノ
十
回
ニ
地
蔵
薩
唾
ヲ
彫
タ
リ

シ
ガ
、
若
党
ノ
中
ニ
見
付
奉
、
「
ア
ナ
浅
間
敷
、
地
織
ノ
御
座
ア
リ
シ

ヲ
シ
ラ
ズ
シ
テ
、
踏
ケ
ル
コ
ト
ヨ
」
ト
一
五
へ
バ
、
主
人
ガ
開
テ
、
「
何

条
地
蔵
ト
云
ハ
」
ト
町
シ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
或
ハ
笑
と
或
ハ
ア
ナ
ド
リ
、

同
音
ニ
「
地
蔵
地
蔵
」
ト
幾
度
モ
噺
リ
ヌ

0

・
・
・
其
ノ
後
主
人
大
病

ヲ
ウ
ケ
テ
、
終
ニ
生
涯
ヲ
果
シ
ヌ
。
郎
等
ニ
為
家
ト
申
ス
モ
ノ
モ
、

同
ク
卒
病
ニ
テ
失
似
ケ
リ
。
(
前
向
上
巻
四

O
五
i
四
O
六
頁
)

当
該
話
は
、
死
後
、
地
蔵
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
蔵

に
よ
り
仏
道
に
入
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
る
。
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御
僧
ハ
彼
ノ
俗
ニ
向
テ
田
、
「
我
ハ
是
汝
橋
ニ
渡
セ
シ
地
蔵
也
。
裟
婆

ニ
テ
菩
提
心
ヲ
発
シ
、
一
心
称
名
ノ
カ
ヲ
以
テ
、
成
仏
ノ
直
道
ニ
入

ベ
シ
」
ト
。
(
前
向
凶

O
八
1
凶
O
九
頁
)

地
蔵
が
仏
道
帰
依
を
勧
め
る
点
は
、
中
世
に
良
く
見
ら
れ
た
蘇
生
誇
と
類
似

し
て
い
る
。
時
代
が
下
る
と
、
亡
く
な
っ
た
後
、
地
蔵
が
救
済
し
て
く
れ
る
、

と
い
っ
た
事
が
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
な
る
。

も
と
よ
り
不
信
に
し
て
愚
な
る
も
の
ど
も
な
れ
ば
。
な
ん
の
思
慮
も

な
く
。
か
の
尊
像
の
結
跡
扶
坐
し
玉
へ
る
。
下
の
方
を
六
七
寸
曳
切

奉
り
て
。
堂
内
に
入
ま
い
ら
せ
ぬ
。
か
か
る
不
道
の
罪
業
を
な
し
け

る
ゆ
へ
に
や
。
こ
の
大
工
程
な
く
煩
付
て
。
腰
の
あ
た
り
。
み
な
践

て
。
死
し
け
り
。
(
司
利
生
記
』
第
五
巻
第
五
話
・
前
向
二
二
了
表
)

南
都
の
あ
た
り
に
は
。
町
中
路
辺
に
。
石
併
お
ほ
く
ま
し
ま
せ
り
。

中
に
も
大
か
た
は
地
蔵
ぼ
さ
つ
の
形
像
な
り
。
こ
れ
は
本
む
か
し
。

松
永
弾
正
二
上
が
厳
に
城
を
か
ま
へ
け
る
時
。
石
仰
を
あ
つ
め
て
石

垣
と
し
た
る
が
。
・
・
・
後
に
松
永
弾
正
こ
の
石
併
の
上
に
て
切
腹
し
。

む
な
し
く
な
る
事
自
業
の
な
す
と
こ
ろ
と
い
ひ
な
が
ら
。
ひ
と
つ
は

三
賀
を
う
や
ま
は
ず
。
か
か
る
僻
事
せ
し
に
よ
り
て
。
現
m
討
を
か
う

ふ
り
し
な
り
。
(
『
利
読
集
』
第
二
巻
第
八
話
・
前
向
十
八
了
一
袋

1
二

十
丁
表
)
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大
和
国
大
福
村
の
並
。
横
内
と
い
ふ
里
の
端
な
る
四
辻
に
。
石
地
蔵

ま
し
ま
け
り
。
貞
享
三
年
の
秋
の
こ
ろ
。
か
の
ち
か
き
あ
た
り
の
武

士
の
下
人
。
も
と
よ
り
も
の
の
分
を
も
し
ら
ぬ
血
気
放
逸
も
の
な
り

け
れ
ば
。
手
ず
さ
み
と
し
て
。
鉄
砲
を
も
っ
て
こ
の
石
地
蔵
を
打
た

り
し
か
ば
。
あ
た
り
ぬ
と
お
ぼ
し
て
手
ご
た
へ
し
け
る
が
。
即
時
に

自
迷
関
し
て
。
や
が
て
絶
入
し
け
る
。
(
『
利
益
集
』
第
二
巻
第
十
二

話
・
前
向
二
八
了
表

1
裏
)

『
利
生
記
』
・
『
利
益
集
』
で
は
、
罰
を
与
え
る
主
体
が
地
蔵
か
ど
う
か
、
明

言
は
さ
れ
て
い
な
い
。
司
磁
石
集
』
・
『
直
談
紗
』
で
は
、
地
蔵
に
よ
る
罰
と

い
う
こ
と
が
明
二
一
一
閃
さ
れ
る
話
も
多
数
出
て
く
る
。
以
下
の
引
用
の
傍
線
部
は
、

引
用
者
に
よ
る
。

大
坂
玉
造
。
越
中
町
。
或
人
の
浦
に
。
十
は
き
石
地
蔵
あ
り

0

・
・
・
一
近

比
其
近
爆
の
女
人
。
内
招
を
洗
濯
て
覚
え
ず
。
彼
の
石
地
蔵
の
上
に

掛
て
憾
け
り
。
其
夜
よ
り
彼
女
狂
し
て
口
ば
し
り
。
・
・
・
隣
家
の
人
々
。

こ
は
い
か
に
と
騒
き
て
。
正
し
く
地
蔵
尊
の
罰
な
ら
ん
と
て
。
其
女

の
母
に
教
へ
て
。
浄
水
を
以
て
洗
ひ
奉
り
香
花
を
供
養
し
て
。
機
悔

せ
し
か
ば
。
狂
人
も
疫
り
け
り
。
(
『
破
石
集
』
第
二
七
話
・
法
蔵
館

版
五
二
頁
)



大
反
伏
見
鍛
冶
町
に
石
地
蔵
あ
り

0

・
・
・
又

h

一
成
人
飛
礁
を
此
尊
に
中

け
れ
ば
。
彼
尊
に
石
の
中
り
た
る
一
昨
ろ
に
。
我
が
身
に
も
済
生
し
て
。

久
し
く
患
み
け
り
。
越
中
町
(
引
用
者
註
|
前
話
の
地
蔵
尊
の
所
在
)
。

伏
見
鍛
冶
町
。
再
処
の
地
蔵
は
。
罰
の
事
の
み
部
て
。
其
余
の
利
生

を
間
ず
と
い
へ
ど
も
。
是
を
以
て
推
す
に
。
香
花
を
供
養
し
。
{
玉
号

を
唱
え
。
信
仰
帰
依
し
な
ば
。
定
め
て
掲
駕
の
利
益
あ
ら
ん
。
(
司
破

石
集
』
第
二
八
一
一
詰
・
前
向
五
三
頁
)

京
三
候
室
町
東
へ
入
ル
町
伏
見
屋
何
某
ノ
一
畏
ニ
侍
教
大
師
ノ
御
作
ノ

地
蔵
菩
薩
ア
リ
。
天
和
年
中
ノ
此
ロ
其
ノ
近
所
ノ
女
人
内
緒
ヲ
洗
テ

覚
エ
ズ
彼
ノ
石
地
蔵
ノ
前
ニ
掛
テ
幡
シ
ケ
リ
。
其
ノ
夜
ヨ
リ
彼
女
狂

シ
テ
口
ハ
シ
リ
亦
裸
ニ
テ
走
リ
回
リ
・
・
・
正
ク
地
蔵
尊
ノ
罰
ナ
ラ

ン
ト
一
ア
(
『
直
談
紗
』
第
三
巻
第
四
九
話
・
前
同
二
八
三
頁
・
句
点
を

補
っ
た

元
禄
二
年
秋
ノ
比
京
四
候
御
旅
ノ
前
松
屋
平
八
ト
云
フ
者
ノ
洛
外
ニ

往
ク
ニ
三
候
大
橋
ノ
本
ニ
石
地
蔵
ア
リ
。
彼
ノ
菩
薩
ノ
側
ニ
溺
セ
シ

カ
パ
謬
ッ
テ
尊
像
ニ
溢
リ
カ
カ
リ
ケ
リ
。
即
時
ニ
彼
ガ
肌
砲
大
ニ
一
躍

テ
痛
ケ
リ
。
是
そ
地
蔵
尊
ノ
回
訓
ナ
リ
ト
テ
清
浄
ニ
洗
ヒ
香
華
ヲ
供
養

シ
テ
機
悔
セ
シ
カ
パ

L

身
分
ノ
腫
モ
痘
レ
リ
(
『
直
談
紗
』
第
三
巻
第
五

十
話
・
前
向
二
八
一
二
(
、

J

二
八
四
頁
・
句
点
を
補
っ
た
)

中
世
に
於
い
て
は
、
地
蔵
像
を
破
壊
す
る
こ
と
で
地
蔵
に
よ
る
現
罰
を
受

け
る
話
は
、
か
の
有
名
な
桂
川
地
蔵
事
件
の
み
で
あ
る
。

彼
石
地
蔵
ヲ
切
突
ケ
ル
ホ
ト
ニ
。
忽
腰
居
テ
物
狂
ニ
成
ケ
リ
。
近
遺

物
共
集
テ
見
之
。
地
蔵
之
御
罰
新
ナ
ル
事
ヲ
貴
ミ
ケ
リ
。
(
『
看
開
日

記
』
応
永
二
三
年
七
月
十
六
日
条
・
続
群
書
類
従
版
三

O
頁
)

地
蔵
像
の
現
罰
は
、
人
為
的
な
ね
つ
造
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
る
。

問
題
は
、
地
蔵
の
罰
を
言
い
立
て
た
近
隣
の
人
々
が
「
さ
く
ら
」
で
あ
っ
た

可
能
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
判
別
不
能
で
あ
る
。
無
論
、
引
用
箇
所
を
含
め

て
、
人
為
的
霊
験
を
人
々
が
信
じ
た
こ
と
も
事
実
で
は
あ
る
。

『
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
で
は
、
罰
を
与
え
る
主
体
は
地
蔵
で
は

な
く
、
神
で
あ
る
印
。

其
ノ
夜
夢
二
、
僧
一
人
来
リ
玉
イ
テ
翁
ニ
向
テ
言
ク
、
「
・
・
・
彼
ノ

朝
臣
シ
キ
リ
ニ
不
信
ノ
答
重
ク
シ
テ
、
済
度
ス
ル
ニ
ア
タ
ハ
ズ
。
故

ニ
、
天
怒
ヲ
為
テ
、
雨
ヲ
下
降
ス
。
竜
神
罰
ヲ
ア
タ
へ
テ
、
浪
ヲ
起

ス
0

・
・
・
」
(
第
八
巻
第
十
一
話
・
前
同
下
巻
六
回
頁
)

天
神
モ
此
ノ
人
ヲ
悪
ミ
玉
イ
、
地
神
モ
イ
マ
シ
メ
玉
ブ
。
我
(
引
用

者
註

i
地
蔵
)
ガ
平
等
ノ
心
ヲ
以
テ
助
ケ
ン
ト
ス
レ
ド
モ
、
賞
罰
善

神
等
ハ
大
ニ
怒
ヲ
成
、
イ
ヨ
イ
ヨ
コ
レ
ヲ
戒
、
或
ト
キ
ハ
罰
神
ト
現
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ジ
、
悪
風
・
猛
火
ト
ナ
リ
テ
、
中
天
ヲ
ア
タ
へ
テ
コ
レ
ヲ
罰
ス

0

・
.
.
 

(
第
十
二
巻
第
二
話
・
前
向
下
巻
二
三
六
頁
)

先
に
川
引
用
し
た
第
七
巻
第
五
話
も
、
地
蔵
が
刻
ま
れ
て
い
る
卒
塔
婆
を
矯
に

し
た
た
め
、
~
病
死
し
、
地
獄
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
話
で
は
あ
っ
た
が
、
地

蔵
に
よ
る
罰
と
い
う
明
確
な
記
述
は
な
か
っ
た
。

「
仏
罰
」
と
い
う
観
念
が
一
般
的
に
な
る
の
は
近
註
で
あ
り
山
、
例
え
ば

中
世
の
起
詩
文
で
は
「
神
罰
笠
(
罰
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
印
。
「
冥
罰
」
を

『
日
稿
辞
書
』
で
引
く
と
、
「
天
に
よ
る
秘
密
裏
の
処
罰
」
(
邦
訳
版
四

O
八

頁
)
と
あ
る
。
以
上
の
事
柄
を
考
え
る
と
、
『
一
二
一
回
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』

で
、
罰
を
与
え
る
の
が
神
で
あ
る
こ
と
は
、
中
世
か
ら
の
継
承
と
云
え
る
。

近
世
で
も
っ
と
も
早
く
発
刊
さ
れ
、
中
世
地
蔵
説
話
の
集
大
成
を
目
指
し
た

山
、
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
段
階
で
は
「
地
蔵
に
よ
る
罰
」
と

い
う
観
念
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
通
り
、

若
干
刊
行
年
代
が
下
る
『
利
生
記
』
・
『
利
益
集
』
で
も
、
地
蔵
像
を
破
壊
す

る
と
、
罰
を
受
け
る
話
が
散
見
し
て
は
い
る
が
、
地
蔵
に
よ
る
罰
と
は
↑
明
言

さ
れ
て
は
い
な
い
。
二
ハ
九
二
年
刊
行
『
破
石
集
』
以
降
、
地
蔵
に
よ
る
罰

が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
話
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
時
代
が
下
る
と
、
地
蔵
像
が
生
身
に
変
化
し
て
悪
さ
を
す
る
話
も

登
場
す
る
。

武
州
野
島
の
浄
珊
寺
の
木
尊
は
、
霊
験
多
し

0

・
・
・
男
と
変
じ
て
在

(
一
本
に
下
り
、
女
の
寝
所
に
入
り
、
夫
婦
と
成
し
と
臼
ひ
、
・
・
・
僧
、

女
の
手
を
取
り
狂
言
を
吐
く
。
和
尚
直
に
至
り
玉
ば
、
此
僧
地
蔵
と

成
り
て
転
倒
す
。
(
『
諸
仏
感
応
見
好
書
』
前
向
七
九
頁
)
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地
蔵
像
が
生
身
と
な
っ
て
悪
さ
を
す
る
話
と
し
て
、
こ
れ
以
外
に
、
地
蔵

像
が
子
ど
も
と
化
し
、
勘
定
を
ご
ま
か
す
、
豆
腐
地
蔵
伝
説
(
東
京
都
文
京

区
喜
連
寺
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伝
説
で
は
、
享
保
年
間
(
一
七
二
ハ

1
一ニムハ)

の
こ
と
と
さ
れ
る
印
。
ま
た
、
岩
手
県
遠
野
に
は
、
石
地
蔵
が
夜
一
一
一
一
辺
い
を
す

る
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
問
。

ま
と
め

近
世
地
蔵
説
話
集
を
見
る
と
、
地
肢
は
中
世
間
様
、
生
身
で
こ
の
世
に
現

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
中
世
と
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
蔵
か
ら
授
か
っ
た
薬
を
服
用
す
る
だ
け
で
、
病
が
治
る
と
い
っ
た
、

間
接
的
救
済
請
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
り
、
生
身
の
地
肢
が
必
要
な
く
な
っ

て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、
地
蔵
像
が
神
聖
祝
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
地
蔵
像
を
破
壊
す
る
と
、
現
世
で
地
蔵
に
よ
る
罰
を
受
け

る
話
が
登
場
し
た
。
さ
ら
に
、
地
蔵
像
が
生
身
と
な
っ
て
悪
さ
を
行
う
話
も

生
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
点
が
地
蔵
説
話
の
近
世
的
特
質
と
一
五
え
る
の
で

あ
る
。



笹
用
テ
キ
ス
ト
(
一
般
的
な
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
字
数
の
都
合
上
、

本
文
で
言
及
す
る
に
留
め
た
。
)

『
地
蔵
菩
薩
利
生
記
』

i
享
保
十
九
年
版
、
浅
野
弥
平
衛
、
全
三
冊
・
各
冊

の
冒
頭
に
蔵
印
あ
り
、
私
架
蔵
本
*
渡
浩
一
「
『
地
蔵
菩
臨
利
生
記
』
に

つ
い
て
」
(
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第
二
回
二
号
一
九
九
一
年
)
に
記
す
、

貞
草
五
年
版
と
も
、
安
、
氷
八
年
版
と
も
刊
行
年
代
が
異
な
る
。
西
国
耕
一
二
『
近

世
の
僧
と
文
学
』
(
。
へ
り
か
ん
社
二

O
一
O
年
)
「
古
書
自
録
に
は
享
保
十

九
年
刊
の
本
書
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
未
見
」
(
三
六
頁
)
と
あ

る
も
の
と
同
一
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

『
地
蔵
並
口
薩
利
益
集
』

1
永
田
調
兵
衛
・
平
楽
寺
小
兵
衛
・
浅
見
吉
兵
衛
、

元
禄
四
年
版
、
私
架
蔵
本
*
渡
浩
一
「
『
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
の
世
界
」

(
『
仏
教
民
俗
研
究
』
第
六
号
一
九
八
九
年
)
の
い
う
、
元
禄
四
年
版
A

こ
〉
こ
え
d

l
gナ

J
7
f
a

『
破
石
集
』

i
『
説
教
学
全
書
第
四
編
前
編
醤
論
因
縁

発
行
年
代
不
明
、
法
蔵
館
、
底
本
不
明
、
私
架
蔵
本

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
』

1
渡
浩
一
編
同
名
本
、
一
九
八
五
年
、
勉
誠

社
、
刀
根
家
蔵
本
の
影
印

『
一
十
周
鰹
印
造
地
蔵
尊
感
応
記
』

1
文
政
九
年
版
、
皇
都
書
林
・
銭
屋
利
兵

衛
・
津
田
吉
左
衛
門
、
私
架
蔵
本
*
杉
山
友
美
「
玉
川
大
学
図
書
館
蔵
『
地

蔵
菩
薩
壱
万
体
印
行
縁
起
』
」
(
『
実
践
国
文
学
』
五
二
号
一
九
九
七
年
)

に
い
う
、
(
，

a)
が
こ
れ
に
当
た
る
。

通
俗
磯
石
集
』

*
私
架
蔵
本
『
地
裁
並
口
薩
利
生
記
』
・
『
地
蔵
菩
薩
利
益
集
』
は
科
研
報
告
書

と
し
て
、
翻
刻
を
刊
行
予
定
で
あ
る
。

*
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

(
C
)
「
「
路
傍
の
地
蔵
」
の
宗
教
史

的
考
察
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
口
頭
発
表
「
地
蔵
説
話
の

継
承
と
変
遷
」
(
説
話
文
学
会
平
成
お
年
度
大
会
)
及
び
コ
地
蔵
の
化
身
」

観
の
変
遷
」
(
日
本
思
想
史
学
会
平
成
お
年
度
大
会
)
を
修
正
し
た
も
の
で

あ
る
。
質
疑
応
答
の
際
に
質
問
・
コ
メ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
感
謝

申
し
上
げ
る
。

註川

W

渡
浩

「
生
身
地
蔵
の
出
現
」
(
小
松
和
彦
・
他
『
絵
画
の
発
見
』
平
凡
社

九
八
六
年
五
月
)

ω
渡
浩
「
中
世
地
蔵
説
話
概
観
」
(
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
二

O
号

九
八
三
年
)

mw
渡
浩

『
お
地
蔵
さ
ん
の
世
界
』
(
慶
友
社

。
一
年
)
一
二
六

1
三
七

頁

仰
稲
垣
泰
一

「
説
話
文
学
に
お
け
る
生
身
諜
」
(
『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
三
号

二
O
O
八
年
)

切
実
例
と
し
て
は
、
服
部
清
道
『
板
碑
概
説
』
(
角
川
書
応

三
六
一
真
参
照

仙

w
渡
浩
一
他
一
編
『
一
四
巻
本

一
九
七
二
年
)

(
下
)
』
(
三
弥

三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
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井世一一同居

二
O
O三
年
)
当
該
話
の
註
釈
に
よ
る
(
渡
筆
・
一
一
八
頁
)
o

m
w
岸
和
田
市
立
郷
土
博
物
館
司
戦
乱
の
中
の
岸
和
田
城
』
(
間
二

O
O四
年
)

は
、
一
五
八
四
年
の
岸
和
田
合
戦
の
こ
と
と
す
る
(
三
七
頁
)
。

開
「
黒
衣
」
は
遁
世
僧
の
袈
裟
で
あ
る
。
松
尾
側
次
『
，
鎌
倉
新
仏
教
』
(
講
談

社
一
九
九
五
年
)
五
三
頁
。
近
世
地
蔵
説
話
で
は
、
黒
衣
を
着
て
現
れ
る

事
が
多
い
が
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
三
巻
第
十
三
話
で
は
、
自
き
衣
を
着

て
冥
土
に
現
れ
て
い
る
(
日
本
古
典
文
学
全
集
一
五
一
一
良
)
。

例
小
倉
泰
「
お
地
蔵
さ
ん
と
子
ど
も
」
(
『
比
較
文
学
研
究
』
第
四
八
号
一
九

八
五
年
)
・
岩
崎
雅
彦
「
地
蔵
菩
薩
と
子
ど
も
」
(
『
日
本
文
学
』
二

O
O
二

年
七
月
号
)

川
近
世
の
方
が
中
世
よ
り
圧
倒
的
に
地
蔵
説
話
の
数
が
多
い
。
そ
の
点
を
考
慮

す
る
と
、
割
合
的
に
は
「
多
く
な
っ
た
」
と
は
言
い
難
い
。
但
し
、
そ
も
そ

も
中
世
地
蔵
説
話
の
数
は
少
な
く
、
統
計
的
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
。

引
和
歌
森
太
郎
「
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
」
(
楼
井
徳
太
郎
編
『
地
蔵
信
仰
』
雄

山
間
一
九
八
三
年
)
*
初
出
は
一
九
五
七
年

ロ
清
水
邦
彦
「
地
蔵
が
子
ど
も
の
姿
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
」
(
『
北
陸
宗
教
文

化
』
第
十
七
号
二

O
O五
年
)

日
大
島
建
彦
「
地
蔵
の
説
話
と
民
俗
一
『
道
福
神
と
地
蔵
』
(
三
弥
井
喜
百
一

九
九
二
年
)

は
奈
良
金
剛
十
三
胤
『
矢
田
地
蔵
縁
起
』
(
十
三
世
紀
成
立
、
奈
良
国
立
博
物
館

『
み
ほ
と
け
の
か
た
ち
』
一
一
二
頁
)
・
出
光
美
術
館
蔵
『
六
道
絵
』
(
十
六

世
紀
成
立
、
富
山
県
〔
立
山
博
物
館
]
一
編
『
地
獄
遊
覧
』
四
三
頁
)
・
『
矢
田

地
裁
毎
月
日
記
絵
』
(
十
六

1
十
七
世
紀
成
立
、
『
一
訓
修
日
本
絵
巻
全
集
沙
』
)

及
び
種
々
の
『
熊
野
勧
心
十
界
蔓
茶
羅
』
(
現
存
本
は
全
て
十
七
世
紀
以
降

成
立
だ
が
、
も
と
は
十
六
世
紀
成
立
か
)
。
『
熊
野
勧
心
十
界
蔓
茶
羅
』
に
関

し
て
は
、
小
栗
栖
健
治
『
熊
野
観
心
十
界
蔓
茶
羅
』
(
岩
阻
害
院

一
年
)
参
照
。
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。

の
こ
れ
以
外
に
『
知
足
院
縁
起
』
で
は
、
地
蔵
像
に
関
し
、
「
老
翁
」
が
夢
告

を
行
っ
て
い
る
(
平
岡
定
海
『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
(
中
)
』

日
本
学
術
振
興
会
一
九
六

O
年

三

八

二

1
一
二
八
三
頁
)
。
こ
の
「
老
翁
」

が
地
蔵
の
化
身
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。

同
『
一
ニ
一
回
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
再
録
さ
れ
る
際
は
「
僧
」
と
の
み
で
あ

る
(
第
八
巻
第
七
話
・
前
向
下
巻
四
三
頁
)
。

川
い
黒
田

E
出
男
「
「
章
一
と
「
翁
」
一
(
『
境
界
の
中
世
象
徴
の
中
世
』
東
大
出

版
会
一
九
八
六
年
)

は
禅
竹
『
明
宿
集
』
で
は
、
翁
面
は
つ
ね
に
鬼
面
と
一
体
の
も
の
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
(
日
本
思
想
大
系
吋
川
区
阿
弥
』
四

O
七
頁
・
山
折

哲
雄
ぷ
羽
と
童
子
」
『
材
か
ら
翁
へ
』
青
土
社
一
九
八
九
年
の
指
摘
に
よ

る
)
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
、
老
僧
(
日
僧
形
の
翁
)
が
警
告
を
与
え
る
の
も
、

鬼
の
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

円
清
水
寺
編
纂
史
委
員
会
『
清
水
寺
史
第
一
巻
』
(
清
水
寺
一
九
九
五
年
)

一ニ

O
八
頁
・
高
岸
輝
「
流
浪
の
将
軍
と
伝
説
の
将
軍
」
(
『
室
町
絵
巻
の
魅
力
』

一ヨ
i
l
l
ム

r、
~
口
口

ゴ
仁
川
川
日
立
寸
ノ
恥
凶

却
現
存
す
る
騎
馬
形
勝
軍
地
蔵
像
は
江
戸
時
代
の
も
の
が
多
い
が
、
一
五

O
O

-de
，、、

二

O
O
八
年
)



年
代
に
遡
れ
る
、
騎
馬
形
勝
草
地
蔵
像
と
し
て
は
、
長
谷
川
等
伯
一
両
・
愛
宕

権
現
図
(
石
川
県
七
尾
美
術
館
蔵
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
図
の
武
人
(
勝
率

地
蔵
で
あ
り
、
愛
宕
権
現
で
も
あ
る
)
は
、
十
代
に
見
え
る
。

汁
一
註
刊
日
に
問
、
じ
。

ω
引
用
以
外
に
、
具
僧

(
H
日
光
山
の
地
蔵
)
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
娘

が
更
正
す
る
話
(
『
諸
仏
感
応
見
好
書
』
前
同
七
八
頁
)
も
、
間
接
的
救
済

諦
と
一
五
え
よ
う
。

m
w
久
野
俊
彦
筆
・
当
該
話
解
説
に
よ
る
。
渡
浩
一
他
一
編
吋
一
凶
巻
本
地
蔵
菩
薩

霊
験
記
(
下
)
』
(
前
掲
)
六
五
頁
・
こ
の
場
合
、
竜
神
や
罰
神
は
地
蔵
の
化

身
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
化
身
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
第

十
巻
第
五
話
(
前
向
一
ト
巻
一
凹
六

1
一
四
七
頁
)
は
、
悪
業
を
な
し
た
人
が

罰
を
受
け
る
地
蔵
説
話
を
含
む
が
、
「
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
罰
ヲ
カ
フ
ブ
ル
ナ
ラ
ヒ

ナ
リ
」
と
あ
る
。

山
石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
詰
大
辞
典
』
「
仏
罰
」
の
項
に
よ
る
。
但
し
、
中
世

で
も
「
仏
罰
」
と
い
う
言
葉
が
無
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
『
例
文
仏
教
語
大

辞
典
』
「
仏
罰
」
は
、
「
仏
・
菩
躍
が
悪
業
の
人
に
下
す
罰
一
と
し
て
い
る
。

中
世
の
「
仏
部
」
と
い
う
言
葉
が
如
何
な
る
文
脈
で
使
わ
れ
て
い
た
か
、
と

い
っ
た
詳
し
い
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
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弘
夫
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
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前
掲
)
四
一
ニ

1
四
六
頁
・
た
だ
し
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「
神
罰
仏
罰
。
一
と
い
う
表
現
が
皆
無
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
の
で
、
註

μ
と
合
わ
せ
て
、
詳
し
い
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

間
渡
浩
一
「
十
四
巻
本
『
一
二
一
回
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
と
そ
の
周
辺
一
(
『
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
一
号
一
九
八
五
年
)

m
w
柳
田
恒
男
「
地
蔵
殿
の
苗
字
。
一
(
『
定
本
柳
田
国
男
集

一
民
一
九
七

O
年
)
中
小
初
出
は
一
九
二
二
年

回
佐
々
木
喜
善
「
地
蔵
雑
話
」
(
『
農
民
但
詩
』
初
出
一
九
三
四
年

i
小
川
直
之

編
『
日
本
民
俗
選
集
第
ロ
巻
』
前
掲
)

第
幻
ま
じ
』
筑
摩
宏
一
日

し
み
ず
・
く
に
ひ

金
沢
大
学
国
際
学
類
准
教
授
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